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実りの秋！国消国産JA直売所
キャンペーン

10月1日～11月30日
JA直売所を基点に消費者に国産農畜産物を選んで購入してもらうことを
促す取り組みを実施。(JA直売所に2回訪問しスタンプを集め応募すると
47都道府県の農畜産物を抽選でプレゼントする企画)

Ｒ７年度も開催予定

地元農産物応援キャンペーン 10月１日～10月31日
国消国産JA直売所キャンペーンに呼応し、県内ＪＡの直売所36店舗が参
加し、地元農産物応援キャンペーンを実施(1,500円以上お買い上げの方
に、抽選で県産農産物をプレゼントする企画)

食と農を考えるフォーラム 1月11日
国消国産への理解を深めるため消費者等を招いて、とちぎの元気な農業
者等の紹介とＪＡグループサポーター林修先生の基調講演を開催

Ｒ７年度も開催予定

たちつてとちぎフェア
毎月

ヨークベニマル
栃木県産農畜産物を中心としたフェアを実施 Ｒ７年度も継続予定

特別支援学校へのトマト・苺
２月

県内特別支援学校17校
県内の特別支援学校の給食で栃木県産トマト・苺の提供 Ｒ７年度も継続予定

栃木県酪農協会
第32回栃木県ホルスタイン共進会

栃木県酪農フェア2024

10月26日
栃木県畜産酪農研究

センター

栃木県酪農フェアを開催し、一般消費者とのふれあいと交流をとおし、
県産牛乳をPRするとともに、第32回栃木県ホルスタイン共進会を実施
し、生乳生産量本州1位である本県酪農をPRした。

Ｒ７年度
栃木県民牛乳消費拡大
月間でのPR

とちぎ食と農ファン拡大体験講座
7月13日～2月8日

(５回開催)
宇都宮市内

年間５回の農作業や調理体験を通して、食と農の理解促進・県産農産物
の愛着の醸成として、一般県民を対象に開催

R7年度も体験講座を開
催予定

とちぎアグリプラザで気軽に体験講座
5月11日～2月15日
（４回開催）

とぎちアグリプラザ
栃木県産の食材を使った調理体験として、一般県民を対象に開催

R7年度は別メニューで
実施予定

わくわく！とちぎアグリプラザで
軽トラ市

10月5日
とちぎアグリプラザ

生産者と県民の交流・理解促進を図るため、生産者による農産物販売な
どのマルシェを開催

R7年度もイベント開催
予定

つなごう！とちぎの食と農実践講座
9月26日～2月16日

（4回開催）
栃木県内

栃木県を代表する農産物の素晴らしさ、最近技術、現場の想いを生産者
や研究者から学び、その魅力を自ら情報発信できる人材を育成する。

R7年度も実践講座を開
催予定

栃木フードロス削減メニューフェア
1月24日～　ｴﾋﾟﾅｰﾙ那須
2月4日～　東武ｸﾞﾗﾝﾃﾞ
2月20日～　東日本ﾎﾃﾙ

地産地消推進店と連携し、フードロス削減オリジナルメニューを提供

トマトフェア 2月15日　ﾍﾞﾙﾓｰﾙ
とちぎＴＶと連携し消費者向けトマトＰＲイベント開催
あわせてベルモール内レストラン４店でフェア開催（2/7～15）

とちぎ和牛Ｗプレゼントキャンペーン 12月9日～1月31日
全農とちぎと連携し、とちぎ和牛提供店（県内100店舗）においてプレ
ゼントキャンペーンを開催

栃木県女性農業士会
（食と農理解促進部会）

食育紙芝居
不定期

県内小学校等

県内の小学校に出向き、部会で制作したいちごと米に関する紙芝居等を
用いて、食や農業に関する授業を実施
今年度から畜産酪農に関する紙芝居の制作を進めている

全国農業協同組合
栃木県本部

とちぎの食と農業アクションプロジェクト　各構成団体の取組（令和６年度）

栃木県農業協同組合中央会

栃木県農業振興公社

（一社）とちぎ農産物
マーケティング協会
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栃木県生活協同組合連合会 とちぎ食の安全ネットワーク学習会 9月12日
昨年、約25年ぶりに改正となった「食料・農業・農村基本法」を基に、
基本法の課題を考える場として、講演学習会を実施。50名の参加。

栃木県市町村消費者団体
連絡協議会

食品購入時の意識調査（食の安全） 9月20日～10月20日
県内消費者向けのアンケートを実施（400名）
食材を購入にするにあたって、産地や購入場所、重要視している点等の
項目を調査

栃木県ＰＴＡ連合会 家庭教育に関するアンケート 11月 全会員を対象に実施し，その中で朝食の摂食について調査

佐野まるっとマルシェへの出店
4月27～29日、10月12日

佐野プレミアム
アウトレット

市産農産物・加工品（有機農産物含む）のPR販売
（佐野市との共催）

R7年度も実施予定

県民の日 駅前マルシェの開催
6月15日

栃木駅北口前
市農産物、花きのPR販売、市農畜産物、加工食品が当たる抽選会

栃木市朝取り市の開催
7月26日

東武北千住駅構内
ぶどう、朝取り野菜のPR販売、市畜産物が当たる抽選会
（東武鉄道との共催）

特別区全国連携プロジェクト
魅力発信イベント出店

10月30・31日
明治安田ヴィレッジ

丸の内

市農産物・加工品（有機農産物含む）のPR販売
（鹿沼市との連携）

R7年度も実施予定

とちぎアグリフェスタ

11月23日
大平運動公園

12月7日
栃木市総合運動公園

農産物等の販売および食と農に関する情報や取組の紹介を通し、消費
者、生産者がそれぞれの立場から食と農を取り巻く環境を見つめ直し、
交流促進と地域農産物のＰＲ、食と農の理解と知識を深めることを目的
に開催（62団体参加）

R7年度も実施予定

栃農給食ＤＡＹ
11月7日岩舟地域
11月8日大平地域

栃木農業高校産の農畜産物を主に使用したメニューを学校給食に提供
（全10校）
栃木農業高校の生徒のコメントや農作物の収穫等に関する状況等につい
て対象小中学校内に掲示

R7年度も実施予定

「Berry² Happy Train」運行開始記念
スペシャルマルシェ出店

1月19日
東武宇都宮駅

市産いちごを使用したパン、市内食品企業のいちご製品のPR販売。（東
武鉄道、県内沿線市町連携）

ＳＬ×ＤＬとちぎ鉄道フェスティバル
駅前マルシェ出店

1月25日
栃木駅北口前

市農産物、加工品、花きのPR販売、「いちご王国・栃木」PR
（いちご検定実施）

とち介ランチ
6月～12月(1回/月)
市内小中学校42校

市産農畜産物を取り入れた給食の提供
（8月除く）

R7年度も実施予定

栃木農業高校産の農畜産物を
学校給食に提供

5月～2月
市内小中学校42校

栃木農業高校産の農畜産物を学校給食に提供
主な農畜産物：豚肉、牛肉、もち麦、キャベツ、玉ねぎ、じゃがいも、
大根、白菜、ゆずマーマレード、梨、みそ等

R7年度も実施予定

栃木市
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ＪＡと連携した市産農畜産物を
学校給食に提供

毎月（8月除く）
市内小中学校42校

ＪＡと連携し、市産の農畜産物を学校給食に提供
主な農畜産物：豚肉、みそ、トマト、にら、姫きゅうり、なす、宮ね
ぎ、ねぎ、玉ねぎ、じゃがいも、しいたけ、白菜、大根、里芋等

R7年度も実施予定

寺尾学校給食農産物供給会
毎月（8月を除く）
寺尾地区小中学校2校

毎月（8月を除く）
寺尾地区小中学校2校	・寺尾地区の農家の方が育てた農産物を学校給食
に提供

R7年度も実施予定

栃木市学校給食地場産物使用
促進事業協議会

毎月（8月を除く）
大平地域小中学校6校

栃木市学校給食地場産物使用促進事業協議会の農産物（生食用）を給食
に提供
主な農産物：いちご、ぶどう、カクテルトマト、きゅうり等

R7年度も実施予定

ちょこっと食通信の発行
毎月（8月を除く）
市内小中学校42校

食育読み聞かせ資料「ちょこっと食通信」を発行し、給食時間等で指導 R7年度も実施予定

（仮称）いちご市
～栃木市産直いちご直売会～

3月26日(予定)
日本橋プラザビル前

苺の試食直売、とち介のグリーティング、市のＰＲ R7年度も実施予定

食育紙芝居講座
7月29日～8月6日
市内こどもクラブ

生活研究グループ協議会会員と女性農業士が食育に関する紙芝居を行っ
た。（6回）

R7年度も継続予定

おまんじゅう作り講座
8月21日

田沼中央公民館
小学生とその保護者を対象に、生活研究グループ協議会会員が講師とな
り、おまんじゅう作り講座を行った。（参加者20名）

R7年度も継続予定

耳うどん作り講座

12月18,19日
2月13日

市内小学校
足利中央特別支援学校

生活研究グループ協議会会員が講師となって、佐野市の名物である耳う
どん作り講座を行った。

さのまる地産地消プロジェクト
1月30日

田沼中央公民館
食育推進会議の際に、生活研究グループ協議会会員が考案した地産地消
メニューを提供し、意見交換を行った。

R7年度も継続予定

佐野市立学校へのいちごの生食提供
1月15日～2月21日
佐野市立学校24校

JA佐野から無償で提供していただいたいちごを、佐野市立学校24校へ提
供した。

R7年度も継続予定

産業フェスティバル小山70
11月9,10日

小山総合公園第２駐車場

市制70周年を記念し、市内の農・商・工業を広く内外にPRするとともに
意識の高揚を図るため、飲食・販売・展示ブース、抽選会、ステージイ
ベントを実施

Ｒ７年度は農業祭とし
て開催予定

旬の農産物カレンダーの作成 3月
市内の農産物に関する理解を深めてもらうため、JAおやまの出荷量をも
とに、旬を紹介するカレンダー（４月始まり）を作成
市内小中学校、保育園・認定こども園・幼稚園へ配布予定

Ｒ７年度も作成・配布
予定

小山市

佐野市

栃木市
（続き）
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学校給食への地産地消
旬の食材提供事業

通年
毎月18日（地産地消の日）の属する週に学校給食に日光市産の旬の食材
を使用してもらう。また、生産者に職員が取材して作成した記事を全校
に配布し、地産地消の教育に役立ててもらう。

Ｒ７年度も同様に実施
予定

日光夏の新そばまつり 7月6,7日
日光産夏そばを食べていただき、日光産そば粉及び職人が打つおいしい
そばをPRした。

継続については検討中

・日光手打ちそばスタンプラリー 10～12月
43店舗が参加し、日光のそばをPRし、食べ歩きを促すようイベントを実
施した。

時期について検討中

大田原市
豊かなむらづくり全国表彰事業による

表彰
11月18日

「農林漁業を基盤とした豊かな地域社会づくり」に取り組んでいる事例
を表彰するもので、本市の「大田原とうがらしの郷づくり推進協議会」
が農林水産大臣賞を受賞した。

令和6年度栃木県内高等学校
NasUSHIobara Cooking Contest

11月30日
いきいきふれあい

センター

積極的な牛乳・乳製品及び和牛の消費拡大を図ることを目的として、栃
木県内の高等学校を対象として料理コンテストを開催

Ｒ７年度もイベントを
開催予定

令和6年度栃木県内高等学校
NasUSHIobara Cooking Contest

受賞作品の販売

1～３月
そすいの郷

高校生料理コンテストの受賞作品のレシピを基にお弁当を作り、栃木県
民ご飯の日にちなみ、５と８がつく日にそすいの郷で販売

Ｒ７年度もイベントを
開催予定

野木町 野木町産業祭
11月10日

野木エニスホール
農産物共進会及び同出品物即売会において共進会での表彰及び出品され
た農産物を即売し町内産農産物の消費につなげる

Ｒ７年度も野木町産業
祭を開催予定

塩谷町 しおやスローマーケット 11月9日
有機農業推進を目的とし、有機農産物や有機農産物を使用した飲食物の
販売と田んぼ（有機稲作実証圃場）にてスポーツ大会を開催

R7年度もイベントを開
催予定

那須塩原市

日光市


